
災害復興ボランティア 

 

台風 10号により被災された皆様に、心よりお見舞い申し上げますとともに、一日も早い復興をお祈り

申し上げます。 

 

柔道部生徒が久慈市において、台風 10号の災害復興ボランティアに参加しました。当初は久慈市への

遠征の計画があったのですが、久慈市が被災したことを知り、予定を変更しボランティア活動へ参加しま

した。 

 

生徒の感想を紹介します。 

「９月４日に久慈市にボランティア活動へ行ってきました。想像以上に被害は大きく、家屋の中に泥が

たまっていたり、様々なものが散乱しているところもありました。泥をかき出す作業はとてもきつかっ

たですが、作業を終えたあとに住人の方から涙ながらに感謝されたときは作業の疲れもなくなりまし

た。」 

 

「久慈市に災害ボランティアへ行ってきました。久慈市はいわて国体柔道競技が行われる地でもある

し、久慈高校など稽古させていただいた方も多くいらっしゃるので何か力になれることがないかと考

え皆で作業してきました。暑さや埃が舞って大変でしたが、被災された方々に比べれば何ともないと思

いました。また、何かできる事があれば積極的に協力したいと思います。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 白堊祭での模擬店の利益を、当初は熊本地震義援金に募金する予定でしたが、台風 10号による被

災地に義援金として送りたいと思います。（白堊祭で行った熊本地震義援金の募金、いわての学び希

望基金の募金については予定どおり送金します。） 
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活動前に説明を受ける様子 

泥を集め土のうに入れる作業② 泥をかき集め土のうに入れる作業① 

作業前の被害の様子 


